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シチズンシップ共育企画 

2014 年度事業計画 
（2014 年１月～12 月） 

 
「じぶん」になる、「しみん」になる。 

アクティブな市民になれるために。民主的な対話を実感／実現するために。 

市民的リテラシーを獲得した民主主義の担い手が育つ社会の実現のために。 

 

 シチズンシップ共育企画は、「市民としての意識と行動力」が向上するための学びの場をつくる NPO

です。特に、市民が社会参画していく技能の内、「コミュニケーション力」「協議力（合意形成力）」「マ

ネジメント力」「社会問題発見力」の４つの市民力と、社会参画を支援する力（教育ファシリテーショ

ン力）を中心テーマに据えて、講座・ワークショップを実施しています。 

 

1．2014 年度事業計画のポイント 
(1)ユース ACT プログラムは、段階的に発展する三部構成へ！ 

 (2)政治的リテラシーや熟議力を涵養する教育プログラムや「関西社会デザイン大学院(仮称)」構想

等、新規開発に着手。 

(3)セルフカルチャープログラム、「自分をいかす仕事」をテーマとする内容で企画。 

(4)教育ファシリテーター講座は、新たに「ふりかえりを究める」をテーマに開催！ 

 (5)NPO マネジメント支援は、引き続きハンズオン支援を強化。 

 (6)神戸市協働と参画のプラットホーム、協働推進の取組間連携の推進へ。 

 

2．2014 度事業計画の内容 
 ■市民教育事業部 

  (１)ユース ACT プログラム 継続 

   ○名称：「ユース ACT（Active Citizenship Training）プログラム」 

   ○内容：高校生世代の若者がアクティブ・シティズンシップを形成する学びの機会として、実

践活動を通じて「まちの跡取り」としての自信と自覚を育むボランティア学習プログラム

を提供する。事業開始時より取り組んでいるプロジェクト企画実践コースに加え、昨年度

に試行開設したインターンシップ・コースや探究コースの取組について、その成果検証を

行い、プログラム形態を完成させる。 

〈2013 年度からの変更〉 

・インターンシップ・コース、プロジェクト企画実践コース、探究コースを結びつけ、

段階的に発展学習を促すパッケージ化を進める。 

・プロジェクト企画実践コースでは、過年度の「スクーリング」のように実践者との対
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話の機会の増加を行う。 

・本プログラムが参加者に及ぼしている影響について、過年度参加者へのヒアリングを

開始する。 

・高校生参加者を支援する大学生サポーターの人材育成について、昨年度から取り組ん

でいる支援を鍛えるトレーニングの体系化を進める。 

   ○時期：2014 年 4 月～2015 年 3 月（複数年度事業） 

   ○場所：京都地域（青少年活動施設や研修施設等） 

   ○対象：京都地域に住む高校生世代の若者 

   ○目標：参加者獲得目標として、インターンシップ・コースに 25 名、プロジェクト企画実践

コースに 10 名を参加者獲得目標とする。学生による自立的運営の流れを定着化させる。 

   ○備考：日本シティズンシップ教育フォーラム（J-CEF）と連携し、各地で中高生対象プロジェ

クト実践型のプログラムを提供している団体との合同研修会の開催について検討する。 

   ○担当運営委員：小林、古田 

   ○担当フェロー：城木、井出、湯浅 

 

  (2)セルフカルチャープログラム事業 継続 

   ○内容：市民活動に取り組む市民がアクティブ・シティズンシップを形成すると同時に、一人

ひとりが他者と共に生きながら自分らしく生きていけるような自己を修養する機会と

して、各種ワークショップを提供する。その際、「対話・仕事・生死」の観点から自己

と向き合う企画することとする。今年度は、「生と死の共育ワークショップ」及び「自

分をいかす仕事ワークショップ」を 1 本ずつ開催する。 

   ○時期：2014 年 10 月～12 月の期間 

   ○場所：関西圏の社会教育施設若しくは宗教施設 

   ○対象：テーマに関心のある人 10 名程度を定員 

   ○備考：「生と死の共育ワークショップ」の企画・実施にあたっては、青木将幸ファシリテー

ター事務所との協働で展開する。同企画 10 回目の開催の節目に際しては、これまでの

取り組みを総括した冊子を作成し、社会発信するようにする。「自分をいかす仕事ワー

クショップ」では、経済の変化を鑑みて「小商い」をキーワードに企画を検討する。 

  ○担当運営委員：小林 

 

  (3)講師・ファシリテーターの派遣 継続 

   学校等の教育機関や自治体、NPO が取り組むシティズンシップ教育プログラムへ講師・ファシ

リテーターを派遣する。企画運営から関与する教育協働についても取り組み、過年度 ERC（教育

リソースセンター）や骨太教員養成プロジェクトで蓄積されたナレッジの活用に努める。 

   また、依頼のあった大学等で非常勤講師に着任し、市民教育の視点を踏まえた科目提供を行う。
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2014 年度、予定されている学校・科目は以下の通りである。 

    〈 春学期 〉甲南大学「ボランティア論」 

          大阪樟蔭女子大学大学院人間科学研究科「非営利ビジネス論」 

    〈 秋学期 〉同志社大学大学院総合政策科学研究科「コミュニティ・デザイン論研究」 

          大阪樟蔭女子大学大学院人間科学研究科「ボランティア活動論」 

          大阪樟蔭女子大学「教育社会学」（教職課程科目） 

          コリア国際学園中等部・高等部「教養・Liberal Arts 科」（リーダーシップ） 

 

  (4)新規プログラム開発 新規 

 シティズンシップ教育の中核に位置づけられる政治的リテラシーを備えた若者の政治参加を促

進するため、中等教育段階を対象とする政治教育のパッケージプログラムの開発を開始する。ま

た、既存のまちづくり大学や市民大学等のバージョンアップのモデルを示す観点から、主に NPO

職員を対象に社会デザイン学やソーシャルイノベーション論について学ぶ「関西社会デザイン大

学院（仮称）」の設置に向けた企画検討を開始する。いずれも他団体・機関等との協働によって企

画検討、運営を進めることとする。 

 

  (5)日本シティズンシップ教育フォーラム事務局 継続 

   日本シティズンシップ教育フォーラム（J-CEF）の事務局団体として、その運営を軌道に乗せ

るため、定められた事業計画を着実に遂行し、あわせてその過程において運営体制の整備を図る。 

   今年度は特に、定期的なセミナーの開催を行うこととなるが、西日本での活動の展開にも留意

し、関西でシティズンシップ教育の実践に取り組む学校教員の事例報告会の開催も目指す。 

   ○担当運営委員：古田、神野 

   ○担当フェロー：湯浅 

 

 ■ファシリテーター養成事業部 

  (1)教育ファシリテーター講座 継続 

   ○内容：教育ファシリテーションの技法を習得できる学びの場として、他機関のプログラム内

容との比較検討を通じて、当会の専門性が発揮される研修プログラムを企画実施する。

今年度は、過年度より展開している「プログラムデザイン」の力量形成に資するプロ

グラムに加え、「ふりかえり」の場の持ち方に特化した新規プログラムを提供する。そ

の際、「学びのデザイン研究会」での研究成果の活用に努める。 

   ○時期：2014 年 6 月及び 9 月 

   ○場所：大阪地域の社会教育施設 

   ○対象：教員、教職志望者、社会教育施設職員、NPO スタッフ 20 名程度を定員 

   ○備考：2015 年度に 10 回目を迎えることとなる。10 回記念企画については今年度中にその

内容を明確化する。2016 年度にはこれまでの取り組みをテキスト冊子にまとめ、社会
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発信するようにする。 

   ○担当運営委員：東末、大本 

 

  (2)新規プログラム開発 新規 

 熟議民主主義を実現するためには、会議の場を運営するファシリテーターのみではなく、参加

する市民がファシリテーションシップを獲得し、相互の関係性を活性化させながら、論理的／批

判的な思考に基づく熟考を深めることが求められる。こうした熟議を深めていくファシリテー

ション能力向上に資するプログラム開発を開始する。ここで開発されたプログラムは、今後のミー

ティング・ファシリテーター講座にて実践していくこととする。 

 

 ■協働推進事業部 

  (1)神戸市市民参画推進局「協働と参画のプラットホーム受託事業 継続  

   過年度に引き続き、NPO と神戸市の協働を促進するための環境整備やコーディネート、神戸市

におけるソーシャルビジネス施策推進等に取り組む。今年度は特に協働推進施策の取組間連携の

観点からの評価改善について、円卓会議の設置に努めることとする。 

   ○担当役員：東末 

 

  (2)講師・ファシリテーターの派遣 継続 

   「協働と参画のまちづくり」に係る行政職員研修や、まちづくりワークショップへ講師・ファ

シリテーターを派遣し、地域問題解決のためにステークホルダーがネットワーキングし、共にそ

の実践にあたる協働型社会の実現支援に取り組む。 

 

 ■NPO 支援事業部 

  (1)講師・ファシリテーターの派遣 継続 

   NPO・市民組織、教育機関を対象に開催されるマネジメント講座や内部研修、各種ワークショッ

プ、会議へ講師・ファシリテーターを派遣し、アクティブ・シティズンシップを備えた市民によ

る市民公益活動の強化支援に取り組む。 

   ○目標：年間 80 本程度の派遣を目標とする。 

   ○備考：ハンズオン支援や団体ごとの研修等派遣の強化に努める。 

 

  (2)外部委員の就任 継続 

   依頼のあった NPO・市民組織や行政等の外部委員に就任し、テーマに沿った課題について解決

に向けた支援を行う。2014 年度、予定されている委員は以下の通りである。 

 (特)まちなか研究所わくわく理事、(特)BrainHumanity フェロー、(特)CAP センター・JAPAN ネクスト

ステージ委員会委員、(公財)京都市ユースサービス協会企画委員、(一財)大阪府男女共同参画推進財団理事、
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(公財)コープともしび振興財団運営委員（助成検討委員兼務）、(公財)ひょうごコミュニティ財団理事、尼

崎市事務事業点検委員会委員、京都市青少年活動推進協議会専門委員、吹田市立子育て支援拠点夢つなが

り未来館運営協議会委員、龍谷大学地域公共人材・政策開発リサーチセンター研究員、京都市未来まちづ

くり 100 人委員会アドバイザー（～3 月まで）、兵庫県立兵庫高等学校社会参画推進委員会委員（～3 月

まで）、「第 2 回学生ボランティアと支援者が集う全国研究交流集会」企画運営委員（～3 月まで） 

 

3．組織開発にかんする計画 

 ■経営体制 

  経営体制については、総会を最高意思決定機関とし、日常的な意思決定については運営委員会で

決することを原則とする。運営委員会については、その機動性を向上させるため、電子決済を活用

することとし、定例会は年 2～3 回の開催に留めることとする。また、日常の業務執行ベースでの

一次的な意思決定については代表に委任する。 

  社会動向を踏まえながらのビジョンのデザインや組織課題の整理と解決策の検討、事業評価に基

づく計画立案に取り組むため、年 1～2 回程度、合宿会議を開催し、集中的な議論を行なう。また、

監事とは年 1 回程度、第三者的な視点からの問い直しの機会を得ることとする。 

  法令遵守を旨とし、税務会計事項については久保栄吏税理士事務所を通じて、労務事項について

は社会保険労務士永井弘行事務所を通じて、適正に処理することとする。その他の法務についても

法令の定めの範囲における運営に留意する。 

  なお、来年度に予定されている役員改選に備えて、今年度には現在の当会に求められる体制構築

についての検討を行う。その流れの中で、昨年度検討された事業評価に係る専門的な助言指導を担

うリサーチフェローの識者に新設についても継続検討する。 

 

 ■執行体制 

  事務局長は全体統括責任者として、本事業計画に基づき、各事業の着実な企画運営に責任を持つ。

3 月末で担当職員が退職する事務局次長職は当面空席とし、事務局長を補佐する臨時職員等を雇用

することとする。各事業には担当運営委員と担当フェローを任命し、サポートする体制を整える。 

  役職員と協働するパートナーとして、ユース ACT プログラムをはじめとする市民教育事業部を

中心に、学生スタッフやインターン生を募ることとする。学生スタッフはプロジェクトごとにチー

ムをつくるようにして、自立的な運営をめざし、事業推進の効率化を図る。学生スタッフやインター

ンの能力開発については、ユースワークやコミュニケーショントレーニングにかかる研修の実施や

個別面談の実施、当会事業への参加を推奨して進める。なお、事務局を引き受けている日本シティ

ズンシップ教育フォーラム（J-CEF）の運営にあたっては、求められる水準を鑑み、社会人ボラン

ティアの募集に努め、その活用に取り組む。 

 

以上 


